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 日本とアメリカの大学生の歌舞伎の認識 

  

アラン・コエロ 

 

カリフォルニア州立大学モントレーバイ校 

 

要旨 

歌舞伎は日本の代表的な伝統芸能である。歌舞伎独自の特徴ある

舞台装置、衣装、化粧等で世界でも知られている。この世界は男

性だけが参加でき、女性は舞台に上がることはできない。また最

近スーパー歌舞伎という新しいい歌舞伎も人気が出てきている。

このキャップストーンでは日本とアメリカの大学生はどのように

日本の伝統芸である歌舞伎を見ているのか。また、 今の若者た

ちは歌舞伎の本質を理解することができるか。等に焦点をあて調

査を行った。アメリカ人３０名、日本人３０名にアンケート調査

を行った結果、アメリカ人の方が日本人より歌舞伎に興味がある

ことがわかった。日本人は女性が歌舞伎で舞台に上がることに関

しては否定的な意見を持っているのに対し、アメリカの学生は女

性にも歌舞伎の世界を開くべきだという見解を持っていることが

わかった。またアメリカ人の方が日本人より歌舞伎独自の化粧で

表現する怒りや、悲しみ、嫉妬等の感情を理解できたことには驚

いた。 

 

はじめに 

 歌舞伎には多数の種類がある上、歌舞伎役者は男だけのユニークな世界である。

音楽は三味線と笛竹で単純な舞台装置になっている。日本とアメリカの大学生はどのよ

うに日本の伝統芸である歌舞伎を見ているのか。また今の若者たちは歌舞伎の本質を理

解することができるか。この研究では日本とアメリカの大学生の歌舞伎の認識の相違に

ついて追求する。 

 

1. 研究の重要性 

私が日本に留学していた時に伝統的な歌舞伎を見て、歌舞伎はどのように若者た

ちから見られているかに興味を持った。日米の若者が伝統的な歌舞伎の本質をどのぐら

い把握することができるかどうかを知りたいと思った。 
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２．研究質問 

 １．日本とアメリカの大学生の歌舞伎に対する認識は何か。 

 ２．現在社会の若者たちは歌舞伎の本質を理解することができる。 

 

３．研究背景 

3.1伝統的な歌舞伎 

歌舞伎には多数の種類があり、歌舞伎の俳優は男で、声、格好、色、模様、動

き、的確な手振りが特徴である。また化粧も隈取といってとても特徴がある。音楽は三

味線と笛竹で単純な舞台装置になっている(Pronko,2007)。 

 

3.2 スーパー歌舞伎と人気 

 現在では、自由な発想と新しい解釈と表現の方法でステージを作ることで、観客

引き付けることが重要である。スーパー歌舞伎は音楽の曲数や贅沢な化粧などブロード

ウェイ劇場から概念を借りた芸術の新しい歌舞伎である (奈津子, 2007)。このように

歌舞伎は長い歴史の中で変化し、人気を得てきた。今では歌舞伎役者は日本のドラマで

もよく活躍している。 

 

3.3 伝統的な歌舞伎とスーパー歌舞伎の違い。 

伝統的な歌舞伎とスーパー歌舞伎との違いについてだが、伝統的な歌舞伎は対話

が昔のことばを使うためわかりにくいが、スーパー歌舞伎は現代の言葉になっているか

らわかりやすくなっている。また衣装はスーパー歌舞伎の方が派手な上に舞台装置も精

巧である。 

 

3.4歌舞伎の俳優と化粧 

歌舞伎には大きくわけて荒事、和事、女形がある。荒事は力強い手振りで荒く、

和事は温和で、上品で現実的な手振りが特徴だ (Leiter,2001)。女形は男が若い女性の役

を演じる。歌舞伎は色や隈取で感情を表す。例えば、力強さのときは赤を使い（イメー

ジ１）、悲しいときは青を使う(イメージ 2)。利己的なときは黄色を使い(イメージ
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3)、怒りを表すには線を赤黒で描きます(イメージ 4)。衣装はについでは、公家と悪役

の衣装が華美な衣装、和事には単純な衣装例えば江戸時代の百姓の着物、荒事には侍の

着物を使用する。 

 

 

 

3.5 歌舞伎の舞台装置 

歌舞伎には３つの舞台装置がある。揚幕は舞台から見て「花道（はなみち）」の

突き当たりにかかっている幕で、通常その劇場の紋が染め抜かれている。花道は「本舞

台」で演じられている場面に合わせて、道・廊下・海・川岸などさまざまな場所に変化

し、客席に近いため観客に対して親近感を与える場所でもある。スッポンは「花道」の

付け根あたりにある、小さな「セリ」のことをさす。 
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3.6 歌舞伎の歴史 

歌舞伎は 1603 年に出雲で設立さた。1628年に女性は伝統的な歌舞伎を演技する

ことが禁止されたが、1629年には女形が設立され、1688年に荒事、1789年に事の役割

が成立した。 

1878年には東京の繁華街に新富座に、1889年には銀座に歌舞伎座が開かれにぎ

わった。1989年には新しい志向のスーパー歌舞伎が生まれ、ヤマモトタケルが歌舞伎

座で６か月間にわたり満員となるぐらい人気がでた。 

 

4．研究 

4.1 調査の対象 

それではここで私の行った研究調査方法について説明する。合計 60人の日本人

とアメリカ人の大学生がアンケートを調査に参加してくれた。 

 

4.2. 調査方法  

アンケート調査用紙を日本語と英語で作成し、オンラインで データを集めた. 

  

5．結果 

5.1研究背景１：日本とアメリカの大学生の歌舞伎に対する認識は何か。 

 

図１：歌舞伎の馴染み 

「どちらの歌舞伎のスタイルに馴染みがありますか」伝統的な歌舞伎の馴染みに

関しては、アメリカ人のほうが日本人より馴染みがあるようである（図１）。 
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図２：大学生はどの歌舞伎スタイルに興味がある 

図 2 からわかるように、アメリカ人、日本人ともどちらの歌舞伎にも興味があるようで

ある。 

  

 

「劇場で伝統的な歌舞伎を何回見たことがあるか」アメリカ人も日本人も一度は劇場で      

伝統的な歌舞伎を見たことがあると答えた（図３）。 

図３：歌舞伎を回見た 
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またどのような点を楽しんだかというと、アメリカ人は全ての面で歌舞伎を楽しんでい

るが、日本人は特に演技と衣装を楽むようである。アメリカ人と日本人では２番めにあ

げた物に違いがでました。アメリカ人は音楽、日本人は衣装と回答しました（図４）。

図４：歌舞伎の楽しみ方 

 

     

図 5からわかるように、歌舞伎のジャンルに関してはアメリカ人と日本人は喜劇を劇場

で見てみたいと思っている。 

図５：歌舞伎のジャンル 
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図６：伝統的歌舞伎とスーパー歌舞伎どちらの方が好き 

アメリカ人のはどちらのスタイルも楽しむが５０％、次にスーパー歌舞伎が多かった。

日本人の場合は「どちらも」と答えた人と「伝統的な歌舞伎」と答えた人、スーパー歌

舞伎と答えたのが同じ３０％の割合だった（図６）。 

   

 

図７：歌舞伎界の男女平等について 

歌舞伎の中の男女平等に関してはアメリカ人の方が日本人より歌舞伎で男女平等がある

べきと答え（図７）。 
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 ここて研究質問 1の調査結果のまとめベる。アメリカ人と日本人の学生どちらも

歌舞伎を楽しみ、より大きな関心を示している。喜劇の歌舞伎がもっとあった場合、よ

り多くの大学生が劇場で歌舞伎を見る可能性があるかもしれない。現在において、アメ

リカの大学の学生は、女性が歌舞伎を演じることに賛成であるのに対して日本人の学生

はこれに反対している。 

 

5.2 研究質問 2: 現在社会の若者たちは歌舞伎の本質を理解することができる。 

 

8図: 隈取と表情  

 表情の区別に関しては日本人は怒り、力強さ、悲しみを区別することができまし

たが。アメリカ人は利己的な表情も全て区別することができた。 

  

87.10%

6.50% 6.40%

34.40%
27.60%

37.90%

そう思う どちらとも言えない 全くそう思わない

アメリカ人 日本人
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９図：化粧の効果 

化粧の効果に関してはアメリカ人と日本人の大学生どちらも化粧が俳優自身がより一層

観客を惹きつけるための特殊効果となることに賛成している。 

 

 研究質問２の調査結果のまとめとしてアメリカ人の学生が日本人の学生よりも歌

舞伎の隈取で表現する感情を理解することができた。アメリカ人も日本人も化粧は演技

より面白さに貢献しているとみている。 

 

6．結論 

歌舞伎は、大学生にとって興味い芸能として知覚されている芸術形式である。私

はこの研究の前に、大学生は歌舞伎に興味がないと思っていたが、間違っていたとわか

った。  学生は劇場で伝統的な歌舞伎を見ることに興味があるようだ。アメリカの大学

生は女性も歌舞伎を演じるべきだと答えたのに対し、日本の学生は反対している。この

姿勢の違いはそれぞれの国の文化を反映している。 

 

7．限界点と将来研究課題 

 この研究は少人数の回答者のため一般化はできない。将来の研究課題としては化

粧と表現についてもっと深く追及したい。また歌舞伎界での男女平等の問題に関しても

さらに追及したい。 

87.10%

12.90%

96.60%

3.40%

そう思う どちらとも言えない

アメリカ人 日本人
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